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   新しい時代を切り拓く資質・能力のある子の育成 

   ～問題解決的な学習を通して～ 

 

第２学年 生活科学習指導案 

令和３年７月１４日（水） 

江東区立八名川小学校 

第２学年２組 ２９名 

指導者 本嶋城（印略） 

 

 

 

１ 小単元名 

「図書かんをたんけんしよう」（教育出版）（全１３時間） 

２ 小単元の目標と観点別評価規準 

（１）小単元の目標 

地域と関わる活動や、公共物や公共施設などを利用する活動を通して、地域やそこで働いている人々について

考えたり、公共施設などのよさや働きを捉えたりすることができ、自分たちの生活は、さまざまな人や場所と関

わっていること、身の回りにはみんなで使うものがあること、それらを支えている人々がいることがわかり、そ

れらに親しみや愛着をもち、適切に接したり、利用したりできるようにする。 

（２）小単元の観点別評価規準 

評価の観点 単元の評価規準 

知識・技能 地域と関わる活動や、公共物や公共施設などを利用する活動を通して、自分

たちの生活はさまざまな人や場所と関わっていること、身の回りにはみん

なで使うものがあること、それらを支えている人々がいることがわかり、適

切に接したり利用したりしている。 

思考・判断・表現 地域と関わる活動や、公共物や公共施設などを利用する・知らせる活動を通

して、地域やそこで働いている人々について考えたり、公共施設などのよさ

や働きを捉えたりしている。 

主体的に学習に取り組む態度 地域と関わる活動や公共物や公共施設などを利用する活動を通して、地域

の人々やさまざまな場所に親しみや愛着をもち、人々と適切に接したり、公

共物や公共施設を大切にし、安全に正しく利用しようとしている。 

３ 児童の実態 

本学級の児童は、まじめで活発であり、様々なことに興味をもって取り組んでいく児童たちである。これまで

の生活科では、ミニトマトを一人一つ育てる活動を行ったことで、一生懸命にお世話をしたり、ミニトマトの成

長を喜んだりするなど、ミニトマトに愛情をもって大切に育てていた。１年で行った「かぞくにこにこ大さくせ

ん」では、家庭でのお手伝いを通して、家庭における自分の生活や役割などについて考えることができた。また、

その自身の取り組みや思いを画用紙に絵と文でまとめ、積極的に発表することができた。 

今回の図書館探検では、事前に保護者にご協力頂き、実際に利用してみる経験を共通してすることで、図書館

についての様々な問いをもたせ、「知りたい！」「調べたい！」という気持ちにつなげさせた。その問いを解決す

るために、学級でもう一度図書館へ向かい、わかったことや気付いたことをまとめる活動に取り組んだ。まとめ

の段階では、公共施設などの良さや働きを捉えたりすることができるようにさせたい。いかす段階では、図書館

を支えている人々がいることを知り、公共物や公共施設を適切に利用しようとする気持ちを育てたい。 

 

 

 

研究主題 



2 

 

⑶ 地域に関わる活動を通して、地域の場所やそこで生活したり働いたりしている人々について考えること

ができ、自分たちの生活は様々な人や場所と関わっていることが分かり、それらに親しみや愛着をもち、

適切に接したり安全に生活したりしようとする。 

⑷ 公共物や公共施設を利用する活動を通して、それらのよさを感じたり働きを捉えたりすることができ、

身の回りにはみんなで使うものがあることやそれらを支えている人々がいることなどが分かるととも

に、それらを大切にし、安全に気を付けて正しく利用しようとする。 

４ 単元設定の理由 

（１）学習指導要領との関連や配慮事項 

本単元は「学習指導要領解説 生活編」の「内容(3),(4)」に基づいている。 

 

  

 

 

 

 

 

児童は、地域の中で、様々な人や場所、出来事と関わりながら生活している。とはいえ、以前に比べれば、地

域の「人・もの・こと」に働きかけて過ごす頻度は少なくなっている。改めて、自分が生活している地域を見つ

め直し、地域やそこにいる人々のよさを感じ、親しみや愛着をもてるようになれば、より心豊かに生活を送れる

ようになると考える。 

 本単元では、まず地域にある公共施設（深川図書館）を取り上げ、「行ってみたい。」「見てみたい。」という思

いを引き出す。保護者に協力してもらい、図書館を利用する経験（共通体験）をすることで、「あれ、どうして図

書館にベッドがあるのだろう？」「なんで本のポストがあるのだろう？」「どうして棚に番号がついているのだろ

う？」という「問い」をもたせ、「図書館を探検して調べよう。」との活動につなげる。保護者と図書館探検に行

った後、学級でもう一度探検に行き、問いや気付き結び付けながら「もっと知りたい。」「調べたい。」との思いや

願いを膨らませ、地域に繰り返し関わることを通して、親しみや愛着をもってほしい。 

 また、図書館で働いている人や図書館を利用している人についても注目し、観察したり、インタビューしたり

する活動を通して、公共施設のよさや働きを捉え、適切に利用できるようになることを期待している。図書館探

検後は、そこで働いている司書の方をゲストティーチャーとして学校に招き、インタビューする時間も設定した。 

 深川図書館は、八名川の地域にあり、1909 年（明治 42 年）に 2 館目の東京市立図書館として開館したのを起

源とする江東区立図書館である。2009 年（平成 21 年）には開館 100 周年を迎えた。この単元では、第一次に歴

史ある地域の図書館探検を経て、第二次で地域のお店等に目を向けた町探検を計画している。 

（２）研究テーマの捉え方 

【提案１】教材の工夫について 

・地域教材を活用した学習 

 地域にある深川図書館を利用する活動を通して、図書館で働いている人々について考えたり、公共施設のよさ

や働きをとらえたりする。自分たちの生活に関わる人や場所について知り、「もっと知りたい」「行ってみて調べ

てみたい」という意欲・関心をもたせたい。 

・金銭金融教育 

 みんなが使うものを大切にするということは、金銭金融教育につながっていく。図書館の本がなぜ無料で借り

られるのかなど、金銭金融にかかわる疑問を児童がもてるよう、興味や関心も高めさせたい。 

【提案２】学習過程の工夫について 

・つかむ段階での共有体験 

 保護者と一緒に図書館見学に行くことによって、同じ図書館について知っているという共有体験をもたせ、共

通した教材から疑問をもたせたい。 

・探求的な要素を入れた問題解決の過程 

 道徳と結びつく内容（ものを大切にする、きまりを守る）や、国語科と結びつく内容（メモの取り方、短くま

とめる力）など、生活科の学習にかかわる内容をカリキュラムマネジメントの視点で単元をデザインしていく。 
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【提案３】学習活動の工夫について 

・情報活用 

 ICT 学習の一環として、グーグルアースの地図を活用して図書館までの道のりをたどることにより、実際に見

学する前のシミュレーション体験をする。また、学習した内容を「館内図」におこすことにより、学習で得た情

報をまとめる力を身に付けさせたい。 

・交流や発表の場の設定 

 学習した内容を１年生に伝える場を設けることにより、学年間の交流を図るとともに、発表に向けて学習内容

を振り返りながらまとめる力や表現する力を身に付けさせたい。 

５ 小単元の学習過程（全１３時間） 

学習過程 時 ◎ねらい ○主な学習活動と内容 

・児童の反応 

☆指導上の留意点 

□評価 

問いを 

もつ 

 

 

 

１ 

 

 

◎地域にある図

書館を取り上

げ、自分たちの

住む町や日々の

生活でお世話に

なっている人に

気付き、地域へ

の関心をもつこ

とができるよう

にする。 

 

 

○あらかじめ教師が借りていた深川図書

館の本を見せる。 

C：どこの本？ C：どこから借りたの？ 

○深川図書館で借りたことを伝え、写真

等を見せながら図書館について話し合

う。 

C:行ったことがある！ 

C:たくさんの本があるよ！ 

C:ぼくは行ったことがないけど、行って

みたいな。 

 

 

☆深川図書館であらかじめ本

を借りておく。 

☆写真を準備し、図書館に関

心をもたせたい。 

 

□写真を見たり、友達の話を

聞いたりして、図書館に関心

をもとうとしている。【主】 

(２) ◎保護者と図書

館を探検し、実

際に利用するこ

とで、図書館に

対する問いをも

つ。 

【探検①】 

○保護者にご協力頂き、深川図書館で自

分の興味のある本を実際に借りたり、利

用している人や働く人の様子や施設の設

備について観察・記録（タブレットを持

参し、図書館の許可を得た上で写真に撮

ったり、メモをとる等）する。 

☆事前に深川図書館に連絡

し、写真撮影・探検の許可を

取っておく。 

☆保護者にお手紙を配布し、

子どもに経験してもらいたい

ことや観察すること等につい

て知らせておく。 

追究する 

 

 

 

３ 

 

 

◎図書館を探検

して【探検①】気

付いたことや経

験を伝え合い、

もっと知りたい

ことについて考

えを深める。 

 

 

○図書館を探検して気付いたことや経験

を話し合い、もっと調べてみたいことを

出し合う。 

C:とても広かったです。 

C:たくさんの本がありました。 

C:本以外に新聞もあったし、パソコンも

あった。なぜだろう？ 

C:本を借りたり返したりするだけじゃな

いのかな？ 

C:もう一度行ってみたくなりました！ 

 

 

☆オクリンクを使用し、全員

が図書館を探検して体験した

ことを伝えられるようにした

い。 

☆実際に探検に行くことで、

行く前とは違った新たな問い

をもたせる。 

□探検を振り返って、気付い

たことや経験を伝え合い、も

っと知りたいことについて考

図書かんってどんなところなのかな？ 

図書かんについてもっとしりたい！しらべたい！ 
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（
本
時
） 

T：じゃあみんなでもう一度図書館を探検

する計画を立てましょう。 

えを深めている。 

【思・判・表】 

４ ◎もう一度探検

に行く目的や、

約束・ルールに

ついて話し合

い、安全な行動

やマナーに気付

き、友達と協力

して探検の計画

を立てる。 

○何のために探検するのか目的を確認す

る。 

○グーグルアースを活用し、図書館まで

の道のりや、図書館の周りにはどんな場

所があるか話し合う。 

C：学校から深川図書館までどんな道で行

こうかな。 

C:深川図書館の周りには、どんなものが

あるかな。 

C：清澄庭園があります！ 

C：公園もありました！ 

○話し合ったことを図書かんたんけんカ

ードに記入する。 

☆探検する際に気を付けるこ

とや、約束・ルールについて、

前回の探検の経験を生かして

再度理解を深めたい。 

☆グーグルアースを活用する

ことで、一人一人が視覚的に

道のりや場所を確認できるよ

うにしたい。 

□もっと調べてみたいこと

や、理解を深めたいことを思

い描きながら、友達と協力し

て計画を立てている。 

【思・判・表】 

５ 

６ 

 

○安全な行動や

マナーを守って

図書館を探検

し、知らなかっ

た場所や人の存

在等に気付き、

前回の探検でも

った問いについ

て、考えや理解

を深める。 

【探検②】 

○深川図書館を再度探検し、利用してい

る人たちや、そこで働く人たちの様子を

観察したり、話を聞いたりして、図書か

んたんけんカードに記入する。 

C:本だけでなく、雑誌や新聞もあるのは

なぜだろう。 

C:読み聞かせの部屋があるなんて知らな

かった！ 

C：ブックポストのしくみを見せてもらえ

ました。 

C:地域から色々な人が来ていることが分

かりました。 

C：本の探し方がわかった！ 

C：とても古い本もありました。 

C:みんなのための場所なんだね！ 

☆行き帰りの道中はいずれも

安全に移動できるよう留意す

る。 

☆一般の方が利用しているこ

とを確認し、ルールを守るこ

とを徹底させる。 

□諸感覚を働かせたり、地域

の人の話を聞いたりして、問

いについての考えや理解を深

め、新たな発見をしようとし

ている。【主】 

まとめる 

 

７ 

８ 

 

 

９ 
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◎再度図書館を

探検して【探検

②】気付いたこ

とやわかったこ

とを整理して、

１年生にむけて

何をどのように

伝えるかを考え

る。 

 

 

○発表に向けてグループ分けを行う。 

図書館探検発表会にむけて、グループで

協力しながら何をどのように伝えるか考

えていく。 

C:何について伝えようかな。 

C:どう説明したらわかりやすくなるか

な。 

C:みんなで協力して考えたい！ 

C:まだわからないことも実はたくさんあ

るんだね。 

 

 

☆館内図を利用し、どこの何

について説明しているのかグ

ループ全員で共有できるよう

にする。 

☆準備に困っている子がいれ

ば、たんけんカードの記述例

を参考に視点をもたせたり、

表現方法を考えたりできるよ

うにする。 

☆お互いの表現を認め合える

図書かんってこんなところだよ。だれにどうやってつたえようかな。 
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○気付いたことやわかったことを確認し

たり、新たな問い解決したりする機会と

して、司書さんに来校頂き図書館オリエ

ンテーションを実施して頂く。 

雰囲気作りをする。 

□気付いたことやわかったこ

とを、わかりやすく伝える方

法を考えている。 

【思・判・表】 

12 ◎１年生にむけ

て図書館探検発

表会を開催し、

気付いたことや

わかったことを

発表する。 

○１年生にむけて館内図を利用して発表

を行い、図書館探検で気付いたことやわ

かったことをわかりやすく伝える。それ

ぞれの発表の良さを伝え合う。 

☆お互いの表現を認め合える

雰囲気作りをする。 

□１年生にむけて、図書館の

特徴や役割をわかりやすく伝

えることができる。 

【知・技】 

いかす  
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◎身の回りには

みんなのための

施設やものがあ

り、多くの人が

利用しているこ

とやそれらを支

えている人がい

ることを知り、

適切に利用でき

るようにする。 

 

 

○今回の学習を通して、図書館をはじめ

とした、身の回りにあるみんなが利用す

る施設（＝公共施設）について考え、そ

れらを利用する上で自分ができることを

考える。 

C:図書館の本はみんなが使うものだか

ら、大切に使わないといけないな。 

C:欲しい本は買ってもらうしかないと思

っていたけど、図書館で借りられること

に気付きました。 

C:図書館以外にも、みんなで使う施設っ

てたくさんあるね。 

C:もっと自分たちにできることはないか

な。 

 

 

☆図書館が「みんなが利用す

る施設」ということを理解し、

他にもどんな施設があるか考

えさせたい。 

□図書館をはじめ、身の回り

にはみんなで使うものやみん

なのための施設や場所がある

こと、多くの人が利用してい

ること、それらを支えている

人がいることがわかる。【知・

技】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなでつかうものやばしょ。わたしたちにできることはなにかな？ 
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６ 本時の展開 

① 本時のねらい  

深川図書館１階のすてきを見つけることを通して、図書館のよさや働きを捉えることができる。 

② 本時の展開 

 ・主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 □評価 

導

入 

 

・前時の学習を振り返り、本時のめあてを確認する。 

T:前時で「ブックポスト」をどのように説明したらよい

か考えましたね。この時間は「ブックポスト」以外の 1

階のすてきを伝えたいと思いますが、何を伝えますか。 

C:入口にあったセンサーです。 

C:自動貸出機です。 

C:CD や DVD のことです。 

C:本のことを知らせたいです。 

 

 

○写真で図書館探検の様子を振り返られるよ

うにする。 

○「何を伝えるか」に焦点を当てる。 

○黒板に児童から出た知らせたいものの 

写真を貼っておく。 

展

開 

 

 

・１階で自分がすてきだと感じたものについて、 

館内図に書き込む。 

（個人で書く。→３、４人のグループで話し合う。） 

C:自動貸出機は、自動で本を借りることができます。 

C:どうやって操作するかも説明した方がいいかな？ 

C:新聞が置いてあるコーナーがあったよ。 

C：今はコロナで使われていないけど、小さな子に読み

聞かせをするお話しの部屋もあったね！ 

C：入り口にブザーが鳴る壁がありました。 

 

・全体で話し合う。 

T:どんな説明を考えたか発表してみましょう。 

C:本を借りるときは、作者の名前で本を探します。 

C：図書館の人がシールを貼っているのを見ました。 

C：「本がすぐ傷ついたりしないようにしている」って図

書館の人が教えてくれました。 

C:DVD もありました。中身は入っていないので、受付で

中身をもらいます。 

C：「中身が傷つきやすいから壊れたら困るし、とても大

切なものだから」って聞きました。 

 

○一人１枚、1階の館内図を配り、自分の伝え

たいものについて、分かったことや気付いたこ

とをどのように伝えるか考えさせる。 

○自分の考えを書き込みながら、友達の考えを

聞き、付け足しや、修正を行う。 

○机間指導で児童の考えを把握する。 

 

 

 

 

○図書館から実際に借りた本を用意し、図書館

の方々の工夫や、自分たちの図書館の利用の仕

方（本を大切に扱う等）についても考えさせた

い。 

○図書館の人が利用者のことを考えてたくさ

んの工夫をしていることに気付かせたい。 

□図書館探検で分かったことや気付いたこと

をどのように伝えるか考えている。 

【思・表・判】 

 

ま

と

め 

・本時の学習を振り返り、次時への見通しをもつ。 

T:今日の学習で感想や気付いたことはありますか？ 

C:本を借りるときに大切なことがありました。 

C:図書館の人は借りる人のためにたくさん工夫してい

ることに気付きました。 

T:次回は他の階についてどのように伝えるか考えよう。 

 

□図書館のよさや働きを捉え、適切に利用しよ

うと考えている。【思・判・表】 

○次回の予告をして学習の見通しをもたせる。 

 

ふか川図書かん１かいのすてきをつたえよう。 


